
当院では、これまで院内でのマスク着用をお願いしてきましたが、感染症の流行状況等を踏まえ、

R8年10月1日より、院内でのマスク着用を原則として任意とします。

ただし、院内には感染症にかかった場合に重症化するリスクの高い患者さんもいらっしゃいます。
周囲の方への感染を防ぐため、以下の場合にはマスクの着用をお願いいたします。

⚫発熱、のどの違和感・痛み、鼻水、咳などの症状がある場合
※軽い症状の場合も含みます。

⚫COVID-19やインフルエンザなどの感染症が流行している時期

※流行時には、院内掲示板などでお知らせします。

⚫医療従事者からマスク着用をお願いした場合

上記に限らず、感染予防の観点から、ご自身の判断でマスクを着用してください。
特に感染症の重症化リスクが高い方は、必要に応じてマスクの着用をご検討下さい。
皆さまのご理解とご協力をお願いいたします。

国立国際医療センター 院長
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